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（12）	ネットは正常に装着されているか。

	 不具合が見つかったときは、「1-4-6　ネット

ロールの装着」の説明に基づき装着してくだ

さい。

（13）	タイン・ロータフラッシュに損傷がないか。

	 損傷しているときは、部品表を参考に部品を

交換してください。

（14）	各部に牧草・稲ワラの詰まりや堆積はないか。

	 詰まりや堆積があるときは除去してください。

（15）	各ローラに牧草・稲わら等の巻付きはないか。

	 巻付があるときは除去してください。

	 特にコンベア・ベルト駆動部は入念に点検し

て下さい。

（16）	ベルト・レーシングに破損はないか

	 破損している場合は、「5-3-10 ベルトの交換方

法」に従ってベルトを交換してください。

（17）	片寄表示インディケータが真ん中にあるか。

	 ずれている場合、「5-3-17 片寄表示インディ

ケータの調整」の説明に基づき、正規の位置

に調整してください。

（18）	油圧配管系統（油圧ホース・油圧金具・油圧

シリンダ・油圧ブロック等）で破損又は、油

漏れはないか。

	 不具合が見つかったときは、「6-1 不具合処置

一覧表」の説明に基づき、処置してください。

（19）	給油装置のリザーブオリーブタンクにオイル

が十分入っているか。

	 オイルが足りないときは、「2-3 給油個所一覧

表」 の説明に基づき給油してください。

（20）	各部の給油・注油・給脂は十分か。

	 不具合が見つかったときは、「2-3 給油個所一

覧表」の説明に基づき給油してください。

（21）	作業前に５分程度カラ運転をしてください。

	 異音などの異常がある場合は、「不調処置一覧

表」に基づき不具合を解消してください。また、

回転を止めて、ギヤボックス、ローラチェーン、

ベアリングに発熱がないか確認してください。
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４.	重要点検箇所一覧表

図と表に示す箇所は、毎日の始業前にボルト緩みの点検を行ってください。

部　　位 重要点検箇所 ねじサイズ
工具２面幅

[mm]

締結数

[ 箇所 ]

締付けトルク

[N・m]
備考

A

A-1 ロワーリンクピン M22（細目） 32 2 195 ～ 245 増し締め

A-2 ロワーリンク支点 M14 22 2 114 ～ 154 増し締め

A-3 2 Ｐフレーム支点 M24 36 1 - ※１

B ホイールナット M18（細目） 24 12 300 ～ 330 増し締め

※１.	 緩みがあればα部で５～８ｋｇで動く様に増し締めし、その後ワリピンの入る溝の位置が合うまで締め

こんでください。このとき、ワリピンは再使用せず、新品に交換してください。

 警 告

●	重要点検箇所は、毎日の始業前に必ずボルト・ナットの緩みの点検を行い、緩みのあった箇所は表に

基づき増し締めを行ってください。

	 点検を怠ると、作業時にトラブルをおこしたり、重大な事故に発展する可能性があります。
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２ エンジン始動での点検

 警 告

●	ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、

急に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガ

をする事があります。

	 ＰＴＯを切ってから始動してください。

１.	トラクタ油圧系統の点検

トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを操

作し、ロワーリンクを上昇し、作業機を持ち上げた

状態で、降下がなければ、異常はありません。

トラクタ油圧系統などに異常があるときは、トラク

タ販売店にご相談ください。

２.	駆動系統の点検

（１）	パワージョイントから作業機本体までに異常 

はないか。

	 不具合が見つかったときは、「5-3 各部の調整」 

の説明に基づき、不具合を解消してください。

（２）	ベルトのスリップ・蛇行が無く回るか確認して 

ください。

	 不具合が見つかったときは、「5-3 各部の調整」

の説明に基づき、不具合を解消してください。

３.	電気系統の点検

 警 告

●	電動シリンダとセンサ類の動作確認の際は、

必ずＰＴＯを停止してください。予期せぬ動

作によりケガをする恐れがあります。
●	動作確認を行う際、操作ボックスは常に手元に

用意し、緊急の際には電源を切ってください。
●	電気配線に断線や被覆の破れがある場合、

漏電やショートによる火災事故の原因となり

ます。

（１）	ソウサボックスの電源は正常に入るか

	 ソウサボックスの「電源スイッチ」をトワイン・

ネットどちらかに倒し、電源を入れてください。

	 電源が正常に入ると、ソウサボックスのランプ

が点灯し、トワインの場合はブザーが２度鳴り、

ネットの場合はブザーが１度鳴ります。

	 スイッチを倒しても何も反応が見られない場

合は、「1-4-2 ソウサボックスの取り付け」の

説明に基づき電源の供給を確認してください。

（２）	電動シリンダの点検

	 ソウサボックスのピックアップ上下スイッチを

操作し、電動シリンダが正常に動くか確認し

てください。

取扱い上の注意

●	ピックアップを上限（下限）まで上がりきっ

てもスイッチを押し続けると、ソウサボック

スに内蔵されている自動復帰ヒューズが作動

し、動作が停止します。回復するまでには

３０秒程度の時間が掛かります。

	 上がりきったらスイッチは離してください。

（３）	ゲート閉センサーの点検

	 ソウサボックスの電源を入れた状態で、トラク

タ外部油圧を操作し、ゲート開閉を行ってく

ださい。

	 ゲートが上がりきったところで、ブザーが１度

鳴り、そこからゲートを下げてフックが掛かっ

たときに、ブザーが１度鳴れば正常です。

	 フックが掛かってもブザーが鳴らない、ソウサ

ボックスの電源を入れた際にブザーが鳴り続

ける場合は、「5-3-16 ゲートセンサーの調整」、

「5-3-19 ベール径センサーの調整」の説明に

基づき、確認してください。

（４）	ベール径検出センサーの点検

	 ゲートが閉じた状態でストップバルブを閉じ、

ゲートが開かない状態にします。

	 次に、操作ボックスのベール径を『１１５』に

合わせ、トラクタの外部油圧を操作し、テン

ションアームを上昇させます。テンションアー

ムが上がりきる少し前にブザーが鳴り、トワイ

ン（ネット）繰出しモータが動けば正常です。

	 最後にトラクタ外部油圧を操作しテンション

アームを下げてください。

	 ブザーが鳴らない場合は、「5-3-16 ゲートセ

ンサーの調整」、「5-3-19 ベール径センサーの

調整」の説明に基づき、動作確認を行ってく

ださい。

（５）	各電気配線の点検

	 被覆の破れや、挟み込みによる断線がないか

確認してください。
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４.	油圧系統の点検

 危 険

●	ゲートを開けるとき、後方に人がいると壁な

どの間に挟まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

	 後方をよく確認してから開けてください。
●	ゲートを閉じるとき、中に人がいるとゲート

に挟まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

	 ゲートを開けて点検・調整するときは、ストッ

プバルブをロックし、ゲートを確実に固定し

てください。

 注 意

●	油圧継手やホースに、ゆるみや損傷があると、

飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降

下で、ケガをする事があります。

	 補修もしくは部品交換してください。

	 継手やホースを外すときは、油圧回路内の圧

力を無くしてから行ってください。

（１）	トラクタの外部油圧を操作し、ゲート開閉動作

を行ってください。

	 このとき、油圧ホース・油圧金具・油圧シリン

ダ油圧ブロック等油漏れがないか確認してく

ださい。

（２）	トラクタエンジン回転数を５４０ｒｐｍにした

状態で、ゲートとテンションアームシリンダの

伸びと縮みが同時になっているか確認してく

ださい。

	 ズレがある場合は「5-3-21 ゲート開閉の調整」

の説明に基づき調整をしてください。

（３）	ゲートを開けた状態でゲート開閉のストップバ

ルブ；１／４を「開」側に切替えます。

	 ゲートが下降しなければ問題ありません。

	 ゲートが下降するときは、オイル漏れ箇所を

探し、補修又は部品交換をしてください。

５.	給油装置の点検

 危 険

●	ゲートを開けるとき、後方に人がいると壁な

どの間に挟まれ、ケガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

	 後方をよく確認してから開けてください。

取扱い上の注意

●	リザーブオイルタンクに指示されているオイ

ルの上限、下限位置は本作業機とは関係あり

ません。
●	各ブラシからローラチェーンへ給油されない

場合、ローラチェーンの異音や異常発熱の原

因になります。

	 リザーブオイルタンクへの補充をし、ブンパ

イキの調整を行ってください。

（１）	リザーブオイルタンクにオイルが入っている

か確認してください。

（２）	トラクタの外部油圧を操作し、ゲートを数回開

閉します。

（３）	トラクタのエンジンをとめ、各ブラシから適量

給油されている確認をしてください。

	 給油量が適量でないときは、「5-3-29 給油装

置の調整」の説明に基づき調整してください。

	 補給するオイルは VG220 ギヤオイル、タンク

容量は 1.5 リットル。

６.	作業機の電装がトラクタと正しく連動するか

トラクタのブレーキ、ウィンカーの操作をして作業

機のテールランプが正しく連動するか確認してくだ

さい。
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３ 作業のための調整

 注 意

●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に本機が動

き出して思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１.	ピックアップのタイン地上高の調整

（１）	作業機を水平にした状態で、サポートピンの

取付け位置により、タイン地上高Ｈが下記寸

法になるように調整します。

梱包するもの Ｈ

細 断 ワ ラ ０ｍｍ

長ワラ、牧草 ２０ｍｍ

（２）	移動時はソウサボックスのスイッチを操作し、

上限までピックアップを上げ、サポートピンを

移動位置に入れて移動してください。

取扱い上の注意

	 ほ場状態によるタイン地上高の微調整は、ト

ラクタロワーリンクを昇降させる油圧レバー

を操作して行います。

２.	トワイン巻数の調整

ベールへのトワイン巻数は、梱包するものや後作業

でのハンドリングの回数により調整します。

グラフから必要な巻数を選んで使用してください。

梱 包 対 象 ハンドリング 巻数

切断ワラ

乾燥ワラ

牧草、長ワラ

多

少

多

少

トワインの巻数は、トワインの太さにより若干変化

し、トワインが太いと巻数が多くなります。

本表における巻数は、目安としてください。

３.	トワインガイドの調整 

トワインガイドは、トワインの両端の位置決めをし

ます。梱包するものにより、取付位置を調整します。

梱包するもの
トワインガイド

左側取付穴

トワインガイド

右側取付穴

標　　準 外 外

麦稈、切ワラ 内 内

４.	ネット巻数の調整

ベールへのネット巻数は、梱包するものや後作業

でのハンドリングの回数により調整します。

梱 包 対 象
ハンド

リング

クランクアーム

穴位置
巻数

切断ワラ

乾燥ワラ

牧草・長ワラ

多

少

上

中

下

２.８

２.５

２
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手順１	エンジン始動

トラクタのエンジンを始動します。

手順２	ソウサボックスの操作

　①	電源スイッチを入れる

	 ソウサボックスの電源を入れます。

	 トワインとネットから使用する方を選択してく

ださい

	 トワインの場合は電源ランプ点灯後、ブザー

が２回鳴ります。

	 ネットの場合は電源ランプ点灯後、ブザーが

１回鳴ります。

取扱い上の注意

●	電源を入れる際、ゲートのフックがきちんと

掛かっていないとブザーが鳴り続けます。

	 この場合はトラクタの外部油圧を操作し、

フックを掛けてください。
●	作業前必ずソウサボックスのスイッチが「ト

ワインモード」か「ネットモード」に入って

いることを確認してください。
●	ソウサボックスの電源スイッチが「トワイン

モード」・「ネットモード」のどちらにも入っ

ていないと、シャーボルトの折損や、ベルト

の破損等、作業機の破損につながるおそれが

あります。

　②	ベール径を選択する

	 ベール径はソウサボックスのつまみを回し、

選択することが出来ます。６０～１１５ｃｍの

１０段階から任意のベール径を選択してくだ

さい。

	 目視は、ベール径を設定せずに作業を行う場

合に使用します。

	 この場合は、ベール径インディケータを見な

がらの作業となり、結束も手動となり強制繰出

しボタンを押して巻付け作業を行います。

取扱い上の注意

●	ベール径は梱包する作物の種類及び水分、

梱包圧等により異なる場合があります。

	 その場合は、操作ボックスの設定ベール径で

調整してください。
●	梱包後、ラッピング作業を行う場合は、お持

ちのラッピングマシンの適用ベール径に合わ

せて作業してください。
●	目視で作業する場合、最大径に到達した時点

で結束作業を行ってください。そのまま作業

を続けると、シャーボルトの切損や、ベルト

の破損等、作業機の破損につながります。出

来るだけ自動モードで作業してください。

　③	ソフトコア径を選択する。

	 ソフトコア径はソウサボックスのつまみを回す

ことで、６０～１０５ｃｍの１０段階で調整す

ることが出来ます。

	 ソフトコアを使用せずに芯から硬いベールを

作るときは、つまみをＯＦＦの位置にします。

取扱い上の注意

●	設定ベール径よりソフトコア径を大きくして

いても、設定ベール径の９０％になると自動

でソフトコアはＯＦＦになるよう設定されてい

ますのでふわふわなベールができることはあ

りません。なお、設定ベール径が６５ｃｍ以

下のときソフトコアは常にＯＦＦとなります。

 ※	ベール径選択、ソフトコア径選択について

	 ベール径、ソフトコア径を選択する場合、ツマミ

の線とラベル数値を合わせて使用してください。

	 ラベル数値の中間で使用した場合、中心より外側

の数値が有効となりますので注意してください。

	 例）	『１１５』『１１０』の中間で使用した場合

	 	 →『１１５』とみなされます

	 	 『８５』『８０』の中間で使用した場合

	 	 →『８０』とみなされます

　④	ピックアップを下げる

	 ソウサボックスのスイッチを操作し、ピック

アップを作業位置に下げてください。

手順３	ＰＴＯ始動

トラクタのＰＴＯを始動します。回転数は５４０ｒ

ｐｍに設定します。
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５ 点検と整備について

１ 点検整備一覧表

時　　　間 チェック項目 処　　　置

新品使用 1 時間
全ボルト・ナットのゆるみ

ローラチェーンのテンションスプリングのゆるみ

増し締め

調整

作 業 前

作 業 後

機械の清掃

ピックアップタイン切損

バインディングナイフ摩耗

カッティングナイフ磨耗・破損

シャーボルト切損

トワイン消耗

ネットロール消耗

給油装置オイル消耗

タイヤ空気圧	 走行用 12.5L-15-8PR

　　〃	 ゲージホイール用13×5.00-6-4PR

（オプション）

ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落

駆動系の異常音・異常振動

パワージョイント、カバー、チェーン破損

回転部・可動部の給油、注油、給脂

各部調整

ベルト・レーシングの破損

カラ運転をして異音、異常発熱がないか

交換

交換

研磨・交換

交換・補充

補充

補充

リザーブオイルタンクに補充

280kPa（2.8kgf/cm2）

275kPa（2.8kgf/cm2）

「2-1-3 製品本体の点検」に基づき増し

締め・部品の補給

「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置

交換

「5-3 各部の調整」に基づき調整

交換

「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置

シーズン終了後

破損部

タイン等消耗部品

各部の清掃

塗装損傷部

回動支点・ピン等の摩耗

補修

早めの部品交換

塗装または油塗布

部品交換

調子よく作業するために、定期的に行いましょう。
機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため
に「点検整備一覧表」に基づき、各部の点検整備
を行い、機械を最良の状態で、安心して作業が行
えるようにしてください。
タイン、シャーボルト、ナイフ、トワイン、ネット
は消耗品となっています。摩耗、折損、消耗したと
きは交換、補充してください。

 危 険

●	トワイン巻付装置を調整するとき、ローラに接
触すると巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってく
ださい。

●	ゲートを開けての点検・調整中、不意にゲー
トが閉まり、挟まれてケガをする事があります。

	 ストップバルブをロックし、ゲートを確実に
固定してください。

 注 意

●	ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調
整を行うとき、第三者の不注意により、不意
に降下し、ケガをする事があります。

	 トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし
て行ってください。

●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと本
機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす
事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備す

ると、第三者の不注意により、不意に作業機が
駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動
部がとまっている事を確かめて行ってください。

●	調整または清掃中、トワインバインディング
内に手を入れるとナイフで手をケガすること
があります。手がナイフに触れないように気
を付けて作業を行ってください。
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２ ゲートロックの取扱い方法

 危 険

●	ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲート

が閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うこ

とがあります。

	 ストップバルブを「閉」側に切替えてゲート

を確実に固定してください。

	 その後ゲートロックを取り付けてください。
●	ゲートを閉じるとき、中に人がいるとゲート

に挟まれて死亡または重傷を負うことがあり

ます。周囲に人を近づけないでください。

ゲートロックの方法は下記手順で行います。

（１）	ゲート開閉のストップバルブを「開」側に切り

替えます。

（２）	トラクタの外部油圧を操作し、ゲートの開動作

を行ってください。

（３）	ゲートが最大限に開いた状態でストップバル

ブを「閉」側に切替えます。

（４）	ホルダからデルタピンを外して、ゲートロック

を持ち上げて外します。

（５）	外したゲートロックを油圧シリンダの上支点側

に差込んでから下側を回転するように取付け

てデルタピンでゲートロックを固定します。

取扱い上の注意

	 ゲートを開けたまま走行しないでください。

（６）	点検・調整終了後、逆の手順でゲートロック

を収納します。その後、中の人がいない事を

確かめストップバルブを「開」側に切替えて

からゲートを閉じます。





- 41 -

７.	コンベアベルトの調整

コンベアベルトは使用するにつれ伸びが生じます。

張りが弱くなると、作業時コンベアベルトがスリッ

プする原因となります。

左右に取り付けられたテンションボルトのナットを

緩め、テンションボルトを回して調整します。

ボルトを半時計回りに回すとベルトが張られていき

ます。

ベルトは弛み過ぎないように調整し、左右の張りも

同程度にしてください。

同時にコンベアローラのスクレーパを「5-3-9　コ

ンベアローラスクレーパの調整」の説明に基づき

行ってください。

８.	コンベアスクレーパの調整

スクレーパがコンベアベルト接するように調整して

ください。

隙間があるとコンベア内に進入したゴミが外に排出

されずコンベア内に堆積し、コンベアベルトが破損

する恐れがあります。コンベアベルトが伸びてきた

場合は「5-3-7　コンベアベルトの調整」の説明に

基づき調整を行ってください。

作業前にゴミが堆積していないか確認し、ある場合

は除去してから作業を行ってください。

９.	コンベアローラスクレーパの調整

コンベアローラとスクレーパの隙間Ｌ寸法を１～２

ｍｍに調整してください。

隙間が広すぎるとローラに草が巻付き、ベルトが破

損する恐れがあります。

10.	ベルトの交換方法

ベルトの交換は次の手順に従って行ってください。

ベルトの伸びの許容範囲は６５ｍｍです。それ以上

べルトが伸びた場合は交換又は長さ調整を行って

ください。

レーシングピンは２０００梱包毎に交換してくださ

い。

ベルト交換が終了後「5-3-11　ベルトアライメント

の調整」の説明に基づき調整してください。

	

10-1. 伸びたベルトの交換

（１）	本機上方のテンションアームの左右に固定

フックを掛け、下限の位置で固定します。

（２）	トラクタをアイドリング状態で外部油圧を操作

します。ゲートが１／４程度開いたところでス

トップバルブを閉じます。

	 この状態でベルトが緩んだ状態になっている

ことを確認してください。

（３）	トラクタのエンジンを停止し、ベルトを手で回

し、レーシングの位置をゲート側の外し易い

位置にしてください。

（４）	レーシングからピンを引き抜きます。

（５）	新品のベルト端部と古いベルトの端部を外し

たピンで繋ぎます。

（６）	その状態でベルトを回していきます。

（７）	始めにレーシングを外した位置まで回すと新

しいベルトが通った状態になります。

（８）	古いベルトと新しいベルトを外し、新しいベ

ルト同士を繋ぎ交換終了です。

（９）	ストップバルブを開き、トラクタの外部油圧を

操作し、ゲートを閉じてください。

（10）	テンションアームのストッパを解除してくださ

い。
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10-2. 切断したベルトの交換

（１）	10-1 の（１）～（２）と同様の作業を行います。

（２）	トラクタのエンジンを停止し、切断したベルト

を外します。

（３）	下図のようにベルトを通してください。この際、

ベルトのコーナー部が切り取ってある方をベ

ルトの進行方向に向くように通してください。

（４）	ベルトを通し終わったら、付属のピンをレーシ

ングに通して下さい。

（５）	5-10-2 の（９）～（１０）と同様の作業を行っ

てください。

取扱い上の注意

	 ベルト同士の長さの差は、３０ｍｍ以内にし

てください。

	 ベルトを通すときに、ベルトの表裏・進行方

向を良く確認して取り付けてください。

11.	ベルトのアライメント調整

（１）	トラクタのＰＴＯを入れ、ベルトを回してベル

トが左右どちらに寄っていくか確認します。

（２）	トラクタのエンジンを止め、ベルトを緩め、ゲー

ト後方下部にあるフランジを固定しているナッ

トを緩めます。

（３）	テンションボルトを固定しているロックナット

を緩めます。

（４）	ベルトが寄っていく方のフランジのテンション

ボルトを締めこむ方向に回し、フランジを外側

に動かします。（５～１０ｍｍ）

（５）	緩めた各ボルトを締め込みます。

（６）	トラクタのＰＴＯを入れ、ベルトを回してベル

トの蛇行を確認します。

（７）	蛇行が収まるまで（２）～（５）の作業を繰り

返してください。

（８）	このローラで調整しきれない場合は、次項の

「5-3-13　ベルトの張り調整」で使用するロー

ラで調整してください。

12.	ベルトガイドの調整

ベルトガイドは、ベルト同士の接触や重なりを防止

する役目をするものです。

フロントフレームとゲートに各１ヶ所装備されてい

ます。

（１）	ベルトガイドを下図の寸法位置にバネザガネ

が若干効いた状態まで締めこみます。

（２）	トラクタのＰＴＯを入れ、ベルトを回してベル

トガイドとベルトのスキマを確認します。

（３）	トラクタのＰＴＯ及び、エンジンを停止してく

ださい。

（４）	左右のベルトとのスキマが同程度になるように

ベルトガイドの位置を調整します。

（５）	トラクタのＰＴＯを入れ、ベルトを回して再度

スキマを確認します。

（６）	スキマが同程度になっていたら、トラクタのＰ

ＴＯ及び、エンジンを停止してナットを締めこ

んでください。

13.	ベルトの張り調整

作業していくと、ベルトは伸びていきます。

ベルトが伸びて初期のベールテンションが掛からな

くなった場合は、ゲート後方上部のローラにて調整

が可能となっています。

（１）	ベルトを緩めます。

（２）	ゲート後方上部にある左右のフランジを固定

しているナットを緩めます。

（３）	テンションボルトを固定しているロックナット

を緩めます。

（４）	テンションボルトを締めこむ方向に回し、フラ

ンジを外側に動かします。

（５）	緩めた各ボルトを締め込みます。

取扱い上の注意

	 ベルトが伸び初期テンションが掛からない状

態になると、本機上部のテンションアームが

上がり、初期テンションが掛かりません。

	 こまめに確認してください。
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（３）	調整後、トラクタの外部油圧を操作し、テン

ションアームを上げた状態にして、ゴムローラ

を矢印の方向に手で回し、各部に干渉が無い

か確認してください。

28.	ネットブレーキスプリングの調整

ブレーキアーム部のスプリング長さは、８０ｍｍが

基本寸法です。

（１）	ネットを通して全体が同程度の力で挟み込ま

れていることを確認してください。

（２）	真ん中が緩い場合はスプリングを伸ばし、両

サイドが緩い場合は、スプリングを縮めます。

取扱い上の注意

	 ブレーキスプリングを強くしすぎると、ネッ

ト繰出し失敗の原因になります。スプリング

の調整は不調処置の場合に行ってください。

29.	給油装置の調整

本作業機に装備されている給油装置は、ゲートの

開閉に連動した自動給油装置です。

（１）	レバーをブラケットの中央に合わせた状態で

固定します。

（２）	トラクタの外部油圧を操作し、テンションアー

ムをストロークエンドまで上に上げます。

（３）	トラクタのエンジンを止め、ポンプのピストン

の根本から先端までの寸法Ａが３５～３７ｍｍ

になっていることを確認します。

（４）	トラクタの外部油圧を操作し、テンションアー

ムを下に下げてください。

（５）	トラクタのエンジンを止め、レバーを手で動か

し各ブラシからオイルが出ているか確認します。

（６）	各ブラシからのオイル量が均一でない場合は、

分配器の調整ネジで調整します。調整後、ロッ

クナットを締めてください。

 

取扱い上の注意

	 分配器はアルミニウム製のためロックナット

を締めすぎるとネジ部が破損することがあり

ます。

	 ロックナットを締め過ぎないよう、注意して

ください。

（７）	ローラチェーンのオイルが乾き易いときは、Ａ

寸法を小さめに調整してください。

取扱い上の注意

	 Ａ寸法は３０ｍｍ以下には絶対にしないでく

ださい。ポンプが破損する恐れがあります。

	 リザーブオイルタンクに指示されているオイ

ルの上限位置は、作業機とは関係ありません。

	 補充時は、タンク一杯まで（最大１.５ℓ）オ

イルを補充してください。

30.	コンベアガイドの調整

コンベアガイドがコンベアベルトと軽く接触するよ

うに調整してください。

隙間があるとコンベア内にゴミが進入し、コンベア

が破損する場合があります。
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６ 不調時の対応

万一、機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表

により処置をしてください。

 危 険

●	ネット巻付装置を点検・調整中、ネットフレー

ム内に手を入れるとナイフが動きケガをする

ことがあります。

	 ネットフレーム内には絶対に手を入れないで

ください。
●	トワイン・ネット巻付装置を調整するとき、

ベルトやコンベアに接触すると巻き込まれ、

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってく

ださい。

 警 告

●	ゲートを開けての点検・調整中、不意にゲー

トが閉まり、挟まれてケガをする事があります。

	 ストップバルブをロックし、ゲートを確実に

固定してください。

 注 意

●	機械に異常が生じたとき、そのまま放置する

と破損やケガをする事があります。

	 取扱説明書に基づき行ってください。
●	ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調

整を行うとき、第三者の不注意により、不意

に降下し、ケガをする事があります。

	 トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし

て行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと本

機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす

事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備す

ると、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	カッティングデバイスのナイフまわりの草を

除去するとき、ナイフで手をケガする事があ

ります。

	 手がナイフに触れないよう気をつけて作業を

行ってください。

●	油圧の継手ホースにゆるみや損傷があると、

飛び出る高圧オイルあるいは、作業機の急な

降下で、ケガをする事があります。

	 補修もしくは部品交換をしてください。

	 継手やホースを外すときは、油圧回路内の圧

力を無くしてから行ってください。
●	不調処置・点検・整備のために外したカバー

類を取り付けずに作業すると、回転部や可動

部に巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 元通りに取り付けてください。

原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項と

ともに購入先にご相談ください。

 １.	製品名

 ２.	部品供給型式（型式）

 ３.	製品番号

 ４.	故障内容（できるだけ詳しく）


